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「ジャガイモ掘ったよ」  
 

　第14回じゃがいも伯爵まつり＆ふれあい広場が南中特設会場で開かれ、

小雨の天気の中大勢の人々で賑わいました。人気のジャガイモ掘りは、軍

手や袋をもった家族連れが、一区画（当日１区画1,000円）から17キロ前

後を収穫。昨年より数も多く大きいと驚いていました。 
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サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
 

思
い
出
い
っ
ぱ
い
 

　
緑
ケ
丘
森
林
公
園

で
、
児
童
生
徒
と
父

母
百
四
十
五
人
が
参

加
し
て
第
八
回
フ
レ

ン
ド
リ
ー
・
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
木
々
の
緑

に
囲
ま
れ
た
会
場
で

乗
馬
や
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
、
す
い
か

割
り
、
宝
さ
が
し
な

ど
楽
し
い
二
日
間
を

過
ご
し
た
参
加
者
は
、

心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。
 

 

地球が丸く見える

25・26
8

「
大
地
の
ど
自
慢
」
で
熱
唱
 

　
し
る
べ
っ
と
大
ホ
ー
ル
で
、

町
内
外
の
歌
自
慢
が
集
い

「
大
地
の
ど
自
慢
」
の
決
勝

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
審
査
委

員
長
の
小
西
良
太
郎
さ
ん
、

当
幌
在
住
の
作
曲
家
牧
野
昭

一
さ
ん
ら
四
人
が
審
査
を
行

う
中
、
出
場
者
の
方
々
は
会

場
を
埋
め
た
大
勢
の
観
客
を

前
に
堂
々
と
自
慢
の
の
ど
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。
 

 

地球が丸く見える

26
8

　
文
庫
本
な
ど
寄
付

さ
れ
た
古
本
、
約
一

万
五
千
冊
が
並
べ
ら

れ
た
図
書
館
前
庭
で
、

第
十
六
回
青
空
本
の

広
場
（
竹
中
瑠
璃
実

行
委
員
長
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ

た
大
勢
の
人
々
は
、

思
い
思
い
に
本
を
手

に
取
っ
た
格
安
の
値

段
で
買
い
求
め
て
い

ま
し
た
。
売
上
金
は

児
童
図
書
購
入
に
当

て
ら
れ
、
図
書
館
に

寄
贈
さ
れ
ま
す
。
 

　
し
る
べ
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
か
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
大
勢
の

人
々
が
訪
れ
、
オ
モ
チ
ャ
や

ぬ
い
ぐ
る
み
、
食
器
や
衣
類

な
ど
の
掘
り
出
し
物
を
格
安

で
購
入
。
売
上
の
一
部
は
盲

導
犬
協
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。
 

地球が丸く見える

26
8

賑
わ
っ
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

地球が丸く見える

2
9

寄附の古本約１万5,000冊 



写
真
を
ご
希
望
の
か
た
に
ネ
ガ
を
お
貸
し
し
ま
す
。 

3

　
第
十
四
回
じ
ゃ
が
い
も

伯
爵
ま
つ
り
＆
ふ
れ
あ
い

広
場
で
、
酪
農
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
の
三
頭
の
か
わ

い
い
仔
牛
が
人
気
を
集
め

ま
し
た
。
コ
ー
ナ
ー
を
訪

れ
た
親
子
連
れ
や
子
ど
も

た
ち
が
、
仔
牛
の
顔
を
撫

で
た
り
哺
乳
瓶
で
ミ
ル
ク

を
飲
ま
せ
る
授
乳
体
験
を

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

仔
牛
へ
ミ
ル
ク
を
あ
げ
よ
う
！
 

地球が丸く見える

9
9

　
北
方
四
島
と
の
ビ
ザ
な

し
交
流
で
来
町
し
た
ロ
シ

ア
人
と
町
民
が
参
加
し
て

意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
約
四
十

人
は
「
語
り
合
お
う
ビ
ザ

な
し
交
流
イ
ン
な
か
し
べ

つ
」
と
題
し
て
「
ビ
ザ
な

し
交
流
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
姿
に
な
る
べ
き
か
」

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。
 

ビ
ザ
な
し
交
流
で
意
見
交
換
会
 

地球が丸く見える

16
9

　
高
松
宮
賜
杯
第
四
十

五
回
全
日
本
軟
式
野
球

大
会
（
同
連
盟
な
ど
主

催
）
が
、
中
標
津
町
営

球
場
を
主
会
場
に
、
九

月
二
十
二
日
か
ら
三
日

間
さ
わ
や
か
な
秋
空
の

下
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
 

　
南
は
沖
縄
県
代
表
か

ら
全
国
各
地
区
を
勝
ち

抜
い
た
代
表
三
十
二
チ

ー
ム
が
日
本
一
を
目
指

し
て
戦
い
、
茨
城
県
代

表
の
倶
楽
部
メ
イ
ン
ズ

が
初
優
勝
の
栄
冠
を
手

に
し
、
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
 

地球が丸く見える

22
9

　
敬
老
の
日
を
前
に
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
中
標
津
り

ん
ど
う
園
の
入
所
者
と
そ
の

家
族
約
百
人
が
参
加
し
て
、

敬
老
の
つ
ど
い
が
楽
し
く
開

か
れ
ま
し
た
。
明
治
三
十
四

年
生
ま
れ
で
満
百
歳
の
武
田

リ
エ
さ
ん
と
米
寿
を
迎
え
た

工
藤
ツ
ヤ
子
さ
ん
、
入
園
者

を
代
表
し
て
九
十
三
歳
の
平

間
忠
七
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
記

念
品
と
花
束
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
 

りんどう園で 
敬老のつどい 

高松宮賜杯第45回 
全日本軟式野球全国大会開催 

地球が丸く見える

12
9
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市
町
村
合
併
に
は
、
新
設
合
併
（
い
わ
ゆ
る
対
等
合
併
）
と
編
入
合
併
（
い
わ
ゆ
る
吸
収
合
併
）
が
あ
り
ま
す
。 

中
標
津
町
の
将
来
を
考
え
た
と
き
に
、
周
辺
の
町
と
合
併
し
た
広
域
で
の
行
政
運
営
の
方
が
効
率
的
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

□
今
、
市
町
村
合
併
の
動
き
が
全
国
各
地
で
加
速
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
市
町
村
合
併
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

□
国
の
法
律
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
合
併
特
例
法
）
」
に
よ
り
、
各
種
財
政
支
援
を
国
か
ら
受
け
る
た
め
に
は
、

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
合
併
が
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

□
自
治
能
力
の
向
上 

　
二
十
一
世
紀
の
国
内
の
行
政
は
、
地

方
分
権
の
本
格
的
到
来
に
よ
り
、
市
町

村
中
心
の
地
方
行
政
が
運
営
さ
れ
て
い

く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
は

基
礎
的
自
冶
体
で
あ
り
、
総
合
行
政
の

サ
ー
ビ
ス
主
体
で
あ
り
、
住
民
と
の
距

離
が
最
も
近
く
、
住
民
の
声
が
反
映
し

や
す
い
体
制
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
市
町
村
中
心
の
地
方
自
治
こ
そ
、
住

民
主
権
の
実
現
が
で
き
る
究
極
の
理
想

像
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
住
民
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
市
町
村
の
規
模
が
大
き
い
方
が
、

マ
ン
パ
ワ
ー
の
層
が
厚
み
を
増
し
、
専

門
的
人
材
の
確
保
や
先
端
課
題
の
研
修

へ
の
職
員
の
参
加
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 
□
市
町
村
行
政
の
広
域
的
対
応 

　
道
路
網
の
整
備
や
自
動
車
の
普
及
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
に
よ
る
情
報
通
信

手
段
の
発
達
、
さ
ら
に
は
、
経
済
活
動

の
広
域
的
展
開
に
伴
い
、
通
勤
・
通
学

圏
、
商
業
圏
な
ど
の
住
民
の
日
常
社
会

生
活
圏
は
、
市
町
村
の
行
政
区
域
を
越

え
て
確
実
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

　
市
町
村
行
政
も
消
防
事
務
、
葬
斎
事

務
、
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
広
域

に
よ
る
行
政
事
務
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
こ
う
し
た
広
域
行
政
の
基
盤

強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
市
町
村

合
併
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

□
少
子
・
高
齢
化
の
状
況 

（
我
が
国
） 

　
我
が
国
の
人
口
は
、
少
子
・
高
齢
化

の
進
行
に
伴
い
、
二
〇
〇
五
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
に
転
じ
る
も
の
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
我
が
国
の
二
〇
二
五
年
の

総
人
口
は
一
億
二
千
九
十
一
万
人
と
推

計
さ
れ
、
一
九
九
五
年
と
比
べ
る
と
三
・

七
％
も
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

若
年
者
人
口
（
十
四
歳
以
下
）
の
割
合

も
十
三
・
一
％
ま
で
減
少
、
高
齢
者
人

口
（
六
十
五
歳
以
上
）
の
割
合
は
、
二

十
七
・
四
％
に
ま
で
増
加
す
る
も
の
と

推
測
さ
れ
、
先
進
諸
国
の
中
で
も
際
だ

っ
た
超
高
齢
社
会
に
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。 

 

（
中
標
津
町
） 

　
中
標
津
町
の
人
口
も
二
〇
二
五
年
に

は
、
二
万
一
千
三
百
三
十
六
人
と
推
計

さ
れ
、
一
九
九
五
年
と
比
べ
る
と
四
・

四
％
も
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
、
若
年

者
人
口
（
十
四
歳
以
下
）
の
割
合
は
十

二
・
六
％
ま
で
減
少
、
生
産
者
人
口

（
十
五
〜
六
十
四
歳
）
の
割
合
も
六
十

一
％
ま
で
減
少
、
高
齢
者
人
口
（
六
十

五
歳
以
上
）
の
割
合
は
二
十
六
・
四
％

に
ま
で
増
加
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
よ
う
な
人
口
の
減
少
や
少
子
・

高
齢
化
の
進
行
は
、
町
が
整
備
し
て
き

た
病
院
や
下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
の

維
持
管
理
費
や
国
保
の
医
療
費
な
ど
を

今
よ
り
も
少
な
い
人
数
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
、
適
切
な
対
応
が
難
し
く
な

っ
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
ぜ
、
市
町
村
合
併 

な
の
か 

人　口　推　計 
　　　（国立社会保障・人口問題研究所推計資料） 

　 年 　  

全 国  

中標津町 

1995年 

12,557万人 

22,326人 

2010年 

12,762万人 

22,983人 

2020年 

12,413万人

22,124人 

2025年 

12,091万人

21,336人 
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□
市
町
村
の
財
政
状
況 

（
道
内
） 

　
道
内
市
町
村
は
、
地
方
税
な
ど
の
自

主
財
源
の
割
合
が
低
く
、
も
ろ
く
て
弱

い
財
政
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
地
方
交

付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
、
国
に
依
存

し
た
財
源
の
割
合
が
非
常
に
高
い
た
め
、

国
の
財
政
運
営
方
針
に
大
き
な
影
響
を

受
け
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
中
標
津
町
） 

　
中
標
津
町
も
平
成
十
二
年
度
の
歳
入

の
状
況
を
み
る
と
、
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
の
歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
十
五

･

九
％
で
、
自
主
財
源
合
計
で
も
二
十
六

･

八
％
と
低
く
な
っ
て
お
り
、
依
存
財

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
の
割
合
は
四
十
五

･

二
％
で
、
依
存
財
源
合
計
で
は
、
七

十
三･

二
％
と
非
常
に
高
く
、
大
変
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
の
財
政
が
危
機
状
況
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
大
学
教
授
な
ど
は
今
後

十
年
間
で
、
地
方
交
付
税
は
二
十
％
以

上
減
少
と
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
さ
に
、
国
が
く
し
ゃ
み
を
す
れ
ば
、

中
標
津
町
は
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
う
状

況
で
す
。 

            

□
合
併
市
町
村
に
対
す
る
国
の
財
政
的

支
援
措
置 

　
国
の
法
律
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
平
成
十
七

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
合
併
し
た
市

町
村
に
限
り
、
合
併
後
か
ら
十
年
間
、

地
方
交
付
税
の
金
額
を
従
来
ど
お
り
保

障
す
る
な
ど
の
財
政
的
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

有
利
な
借
金
の
借
り
入
れ
が
で
き
た
り
、

合
併
補
助
金
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
平
成
十
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
合
併
を
成
立
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
時
間
的
問

題
が
あ
り
ま
す
。 

　
も
う
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
な
い
の
で

す
。 

   

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

合
併
し
た
市
町
村
に
は
、
国
か
ら
の
色
々

な
財
政
的
支
援
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

逆
に
言
え
ば
、
合
併
し
な
か
っ
た
市
町

村
に
は
、
国
か
ら
の
財
政
的
支
援
は
期

待
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。 

    

《
メ
リ
ッ
ト
》 

　
市
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
な
期
待
さ
れ
る
効
果
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

〇
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

☆
合
併
に
よ
り
行
財
政
基
盤
が
強
化
さ

れ
る
と
、
高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る

基
盤
整
備
や
救
急
医
療
体
制
の
強
化

な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図

ら
れ
る
。 

☆
一
部
制
約
を
受
け
て
い
る
他
の
市
町

村
の
公
共
施
設
が
利
用
可
能
に
な
る
。 

 

〇
広
域
的
観
点
に
立
っ
た
効
率
的
な
ま

ち
づ
く
り
施
策
の
展
開 

☆
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
文
化
施
設
な
ど
の

公
共
施
設
が
効
率
的
に
配
置
さ
れ
、

地
域
で
の
類
似
施
設
の
重
複
投
資
が

抑
制
さ
れ
る
。 

☆
環
境
対
策
や
観
光
振
興
な
ど
、
広
域

的
な
取
り
組
み
を
必
要
と
す
る
課
題

に
対
す
る
施
策
を
効
率
的
に
展
開
で

き
る
。 

 

〇
行
政
の
効
率
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
提

供
基
盤
の
強
化 

☆
総
務
、
企
画
な
ど
の
管
理
部
門
の
効

率
化
に
よ
り
、
職
員
数
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

☆
法
制
、
都
市
計
画
、
国
際
化
、
情
報
化
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
関
す

る
専
任
職
員
の
配
置
が
可
能
と
な
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
が
可
能

と
な
る
。 

 

〇
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
総
合
的

発
展 

☆
市
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
、
新
し
い

時
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
姿
勢
が
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
人
や
産

業
の
集
積
と
交
流
を
促
進
す
る
な
ど
、

地
域
の
総
合
的
発
展
に
つ
な
が
る
。 

             

《
デ
メ
リ
ッ
ト
》 

　
市
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
な
心
配
さ
れ
る
事
項
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

〇
ぬ
く
も
り
の
あ
る
行
政
の
確
保 

☆
人
口
が
少
な
い
市
町
村
は
、
一
人
ひ

と
り
の
顔
が
見
え
る
中
で
ぬ
く
も
り

の
あ
る
行
政
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

人
口
が
多
く
な
る
と
実
施
で
き
な
い

の
で
な
い
か
。 

 

年　齢　構　成　比　推　計　値 

年齢 0～14才 15～64才 65才以上 

　 年 　  

全 国  

中標津町 

1995 

16.0 

19.3

2010 

14.4 

15.9

2020 

13.7 

13.8

2025 

13.1 

12.6

1995 

69.5 

69.4

2010 

63.6 

66.0

2020 

59.5 

61.6

2025 

59.5 

61.0

1995 

14.5 

11.3

2010 

22.0 

18.1

2020 

26.8 

24.7

2025 

27.4 

26.4

ア
メ
と
ム
チ 

合
併
に
よ
る 

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト 

（％） 



6

〇
住
民
要
望
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
確
保 

☆
合
併
に
よ
り
、
行
政
と
住
民
と
の
関

係
が
遠
く
な
り
、
行
政
施
策
に
住
民

の
意
向
が
十
分
反
映
さ
れ
な
く
な
る

と
と
も
に
、
地
域
ご
と
の
き
め
細
か

な
施
策
が
実
施
し
に
く
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。 

 

〇
中
心
部
と
周
辺
部
の
地
域
格
差
の
発

生 

☆
合
併
に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
中
心
部
の

公
共
施
設
な
ど
が
集
中
し
て
整
備
さ
れ
、

周
辺
部
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
、
生
活
上
の
利
便
性
が
失
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

〇
培
わ
れ
て
き
た
風
土
や
郷
土
文
化
の

存
続 

☆
合
併
に
よ
っ
て
、
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

に
お
け
る
独
自
の
風
土
や
気
質
、
郷

土
文
化
、
郷
土
へ
の
愛
着
心
が
安
易

に
忘
れ
去
ら
れ
、
存
続
し
て
い
く
こ

と
が
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

    

　
当
然
な
が
ら
、
合
併
は
相
手
方
あ
っ

て
の
話
で
あ
り
、
そ
の
相
手
方
が
だ
れ

な
の
か
は
非
常
に
悩
む
と
こ
ろ
で
す
。 

　
そ
の
有
効
な
参
考
情
報
と
な
る
の
が
、

北
海
道
が
作
成
し
た
「
合
併
推
進
要
綱
」

に
示
さ
れ
て
い
る
「
合
併
の
パ
タ
ー
ン
」

で
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
議
論
の
た
た
き

台
で
あ
っ
て
、
そ
の
通
り
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
将
来
の
私
達
が
住
む
こ
の
地
域
の
発

展
の
た
め
に
は
ど
の
選
択
肢
が
一
番
良

い
の
か
、
議
論
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

     

　
市
町
村
合
併
は
誰
の
た
め
か
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
は
当
然
、
住
民
の

た
め
の
市
町
村
合
併
と
い
う
こ
と
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。 

　
住
民
の
た
め
の
住
民
に
よ
る
住
民
の

合
併
こ
そ
が
今
回
の
合
併
の
理
念
で
す
。 

　
合
併
は
国
の
た
め
に
や
る
の
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
、
国
が
無
理
や
り
さ
せ

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
利

益
の
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。 

　
住
民
の
合
併
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
合

併
の
議
論
は
行
政
主
導
で
は
な
く
て
、

住
民
主
導
に
よ
る
住
民
参
加
の
も
と
で

の
話
し
合
い
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。 

　
一
人
ひ
と
り
が
将
来
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
ゆ
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
真

剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
す
。 

市
町
村
合
併
は 

誰
の
た
め
か 

合
併
の
相
手
方 

財政状況に差がある市町村との 
合併は不利になるのでは？ 

忘れ
てい
ませ
んか
？ 

あの
日の
出来
事！
 

町内における被害 
　○重軽傷者　117 人 

　○全壊、半壊住宅51世帯 

　　一部損壊住宅 3,448世帯 

　○自主避難３世帯 

　○避難勧告17世帯   

　○総被害額95億円 

　地震や台風、大雨などの災

害は毎年のように発生します。

災害時に被害を最小限にくい

止めるためには、一人ひとり

が防災に関する意識や知識を

高め、備えを万全にしておく

ことが大切です。 

　家庭や職場、学校、町内会

などで、いざという時に適切

な行動をとれるよう、日ごろ

からみんなで話し合いましょ

う。 

北海道東方沖地震 
平成６年10月４日 
午後10時23分発生 
マグニチュード8.1  

震度６ 
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☆役場一階ロビーの「まちづくり情報コーナー」

に「市町村合併関係資料」を備えてありま

すので、ご利用ください。 

 

☆市町村合併の詳しい資料等の問い合わせは、

企画財政課企画係へ 

電話　３―３１１１（内線３２４・３２６） 

ＦＡＸ　３―５３３３ 

北海道が示した根室支庁管内の合併パターン 

№ 関　係　市　町　村 人　口 類　　型 

根室① 

根室② 

根室③ 

根室市　別海町 

別海町　中標津町 

中標津町　標津町　羅臼町 

51,430 

40,103 

36,362

市制合体型 

市制施行型 

体制整備Ａ型 

　中標津らしいすばらしい景観を、町民の皆さんに見出しても

らう『第４回中標津町景観コンクール』を実施しました。 

　同コンクール審査会（新出實委員長をはじめ中標津高校生等

で構成）による厳正な審査の結果、各優秀作品が決定しました。 

地域の意見を町づくりに反映します 
　町では、地域が抱えている様々な課題や行政に対する意見

を今後の町づくりに反映させるため、町民の皆さんと直接話

し合い考える「町づくりを考える懇談会」を開催します。 

　懇談会では、「21世紀の町づくりについて」町民の皆さん

と意見交換し、積極的な町づくりを目指します。 

計根別地区　10月23日（火） 
　　　　　中標津町老人福祉センター　午後７時～ 

中標津地区　10月26日（金） 
　　　　　中標津町総合文化会館　　　　　午後７時～ 

「
町
づ
く
り
を 

  

考
え
る
懇
談
会
」 

　
を
開
催
し
ま
す
� 

平成13年度 

中標津町 景観コンクール 
第4回 

風景部門 
　優秀賞　 

　岩野　美津子さん　 
白樺並木 

実施部門（個人） 
優秀賞 

中田　千佳夫さん 
住宅と庭 

実施部門（団体） 
優秀賞 

空港周辺の　　　　　 
レンタカー会社（4社） 

ログハウスの景観 
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　　　　年金に関することをもっと知りたいのですが、
　　　よい方法がありましたら教えて下さい。 
 
　　　　高齢化社会がますます進む現在、老後の生活
　　　は住民の皆さんの重大な関心事の一つであり、
　　　その老後の生活の柱として欠かせないのが年金 
です。 
　皆さん一人ひとりに国民年金制度を正しく理解して
いただき、年金を身近で大切なものとして考えていた
だくため、10月１日から11月12日までを「国民年金制
度推進運動期間」として、また11月６日から11月12日

までを「年金週間」と定め、全国的な広報活動が展開さ
れます。 
　北海道においても様々な広報活動を実施するとともに、
全道各地で移動年金相談所を開設します。 
　中標津町では10月23日（火）にショッピングセンター
東武内にて午前10時から午後４時まで移動年金相談所を
開設します。 
　この機会に国民年金や厚生年金のことについて日ごろ
疑問に思っていることをお気軽にご相談ください。（相
談は無料です） 
　また、釧路社会保険事務所では毎月１回、健康保険や
年金関係などについて事務相談所も開設しています。こ
ちらもご利用ください。 
　場所は、中標津経済センタ―（なかまっぷ）午後１時
から午後５時までです。 
　今年度の日程は下記のとおりです。（相談は無料です） 
 
　平成13年　10月16日（火）・11月20日（火） 
　　　　　　12月11日（火） 
　平成14年　１月15日（火）・２月19日（火） 
　　　　　　３月19日（火） 

A

念願のトロフィー 

新　谷　昭　吾 さん 

国民年金 

東25南4

Q

　
大
地
の
ど
自
慢
決
勝
大
会
。
舞
台
の
袖
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
出
番
を
待
つ

新
谷
さ
ん
は
、
自
分
の
名
前
と
曲
目
が
紹
介
さ
れ
前
奏
が
始
ま
る
と
舞
台
中
央

へ
と
足
を
踏
み
出
し
た
。
歌
は
「
君
を
信
じ
て
」
。
満
席
の
し
る
べ
っ
と
大
ホ

ー
ル
に
、
マ
イ
ク
を
通
し
て
若
々
し
く
さ
わ
や
か
な
歌
声
が
流
れ
た
。
 

　
「
あ
の
時
は
不
思
議
と
落
ち
つ
い
て
い
て
お
客
さ
ん
の
拍
手
、
声
援
が
は
っ

き
り
聞
こ
え
、
ホ
ー
ル
を
見
渡
す
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
話
す
新
谷
さ
ん
は
、
歌

謡
曲
の
部
（
七
十
一
歳
以
上
）
で
見
事
優
勝
。
念
願
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
十
年
、
「
歌
い
続
け
て
き
て
良
か

っ
た
と
心
底
思
っ
た
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。
 

　
若
い
と
き
か
ら
歌
が
大
好
き
で
、
伴
奏
な
ど
無
い
時
代
に
は
自
分
で
手
拍
子

を
取
り
な
が
ら
歌
っ
て
い
た
。
今
は
カ
ラ
オ
ケ
が
あ
る
の
で
練
習
も
、
よ
り
楽

し
く
で
き
て
幸
せ
と
言
う
。
「
何
度
も
練
習
し
て
舞
台
に
上
が
り
、
歌
っ
て
い

る
最
中
に
歌
詞
が
浮
か
ば
ず
頭
の
中
が
真
っ
白
…
と
い
う
経
験
も
数
回
あ
っ
た
。

い
ろ
ん
な
舞
台
を
踏
ん
で
場
馴
れ
し
た
い
」
と
話
す
。
現
在
、
五
十
歳
以
上
の

会
員
十
三
人
で
構
成
す
る
、
サ
ー
ク
ル
「
カ
ラ
オ
ケ
四
季
」
の
会
長
と
し
て
活
躍
。

会
員
は
月
二
回
の
練
習
日
を
楽
し
み
に
、
持
ち
歌
を
決
め
て
練
習
し
て
い
る
。
「
楽

し
く
歌
う
こ
と
で
ボ
ケ
防
止
に
な
れ
ば
そ
れ
が
一
番
い
い
こ
と
」
と
表
情
も
若
い
。
 

あら　　  や       しょう      ご 
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健康いちばん 

三つの目の病気 
町立中標津病院 
　　　眼科医長　大　原　重　輝 

　
人
間
が
受
け
取
る
情
報
の
う
ち
、
約

八
〇
％
は
目
か
ら
得
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
対
象
を
見
る
こ

と
で
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
を
す
ぐ
に

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
反
対
に
、

全
身
の
病
気
が
目
の
症
状
か
ら
分
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
目
は
、

情
報
を
受
け
取
っ
た
り
伝
え
た
り
す
る

大
事
な
「
窓
口
」
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
で
す
。
今
回
は
そ
ん
な
大
切
な

目
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
代
表
的
な
三
つ
の
病
気
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
 

　
眼
科
の
病
気
の
な
か
で
一
番
皆
さ
ん

が
耳
に
す
る
こ
と
が
多
い
の
は
「
白
内

障
」
で
し
ょ
う
。
視
力
が
下
が
っ
た
気

が
す
る
、
か
す
む
、
光
が
ま
ぶ
し
い
、

な
ど
の
自
覚
症
状
を
伴
い
ま
す
。
こ
れ

は
水
晶
体
と
い
う
、
目
の
中
で
カ
メ
ラ

の
レ
ン
ズ
の
役
割
を
し
て
い
る
部
分
が

黄
色
く
濁
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

白
内
障
治
療
薬
は
現
在
数
種
類
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
白
内
障
の
進

行
を
抑
え
る
薬
で
あ
っ
て
、
治
す
薬
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
眼
鏡
が
役
に
立
た
な

く
な
っ
た
り
、
生
活
上
不
便
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た

ら
、
手
術
を
受

け
ら
れ
た
方
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
 

　
次
に
「
糖
尿

病
網
膜
症
」
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
こ
れ
は
糖
尿

病
の
人
が
な
る
病
気
で
、
目
の
中
で
カ

メ
ラ
の
フ
ィ
ル
ム
に
あ
た
る
網
膜
と
い

う
部
分
に
出
血
が
起
こ
っ
て
、
視
力
を

低
下
さ
せ
ま
す
。
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
か
な
り
進
行
し
て
か

ら
で
も
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
見
え
る
か
ら
大

丈
夫
、
な
ど
と
放
っ
て
お
く
と
、
あ
る

日
突
然
失
明
と
い
う
事
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

き
ち
ん
と
受
診
し
て
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
最
後
に
「
緑
内
障
」
で
す
。
こ
れ
は
、

目
の
中
に
水
が
過
剰
に
た
ま
っ
て
徐
々

に
神
経
を
冒
し
て
い
く
病
気
で
す
。
こ

れ
も
糖
尿
病
網
膜
症
と
同
じ
く
、
か
な

り
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
緑
内
障
で
悪
く
な
っ

た
視
力
は
残
念
な
が
ら
元
に
も
ど
す
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
治
療

は
目
薬
で
目
の
中
の
水
を
減
ら
し
て
、

悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
経
過

を
見
て
い
く
し
か
な
い
の
で
す
。
緑
内

障
か
ど
う
か
は
、
眼
科
で
診
察
し
な
け

れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。
気
に
な
る
方
は

受
診
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

　
以
上
、
三
つ
の
疾
患
に
つ
い
て
お
話

し
ま
し
た
が
、
目
の
病
気
は
他
に
も
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
我
慢
し

て
悪
く
し
な
い
よ
う
、
早
め
の
受
診
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
居
住
空
間
や
賃
貸
住
宅
市
場
の

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
新
し
い
制
度
が
盛

り
込
ま
れ
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
 

☆
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
 

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
良
質
な
賃
貸
住
宅
の
供
給
に
対
し
、
補

助
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

☆
住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
特
例
 

　
既
存
住
宅
を
購
入
し
、
改
良
を
加
え
て
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
と
す
る
場
合
、
購
入
費
に
対
し
て
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
 

☆
一
括
償
還
型
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
制
度
 

　
高
齢
者
自
身
が
自
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、

生
存
時
は
利
子
部
分
の
み
を
返
済
し
、
死
亡
時
に
住
宅
資
産
な
ど
を

活
用
し
て
一
括
償
還
す
る
こ
と
の
で
き
る
住
宅
金
融
公
庫
の
特
別
な

融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が
債
務
保

証
を
行
い
ま
す
）
 

☆
高
齢
者
の
入
居
を
拒
ま
な
い
賃
貸
住
宅
の
登
録
・
閲
覧
制
度
 

　
高
齢
者
の
入
居
を
受
け
入
れ
る
賃
貸
住
宅
の
登
録
を
知
事
（
ま
た

は
そ
の
指
定
機
関
）
が
行
い
、
登
録
住
宅
の
情
報
を
一
般
の
閲
覧
に

供
す
る
制
度
で
す
。
 

（
登
録
住
宅
に
は
、
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
の
家
賃
債
務
保
証

が
受
け
ら
れ
ま
す
）
 

☆
終
身
建
物
賃
貸
借
制
度
 

　
高
齢
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
賃
貸
住
宅
に
終
身
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
、
亡
く
な
っ
た
と
き
に
終
了
す
る
こ
と

の
で
き
る
契
約
制
度
で
、
借
地
借
家
法
の
特
例
と
し
て
、
知
事
の
認

可
を
受
け
た
賃
貸
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
な
お
配
偶
者
な
ど
一
定
の
同
居
者
は
、
借
家
人
死
亡
後
も
継
続
し

て
居
住
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

※
法
律
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
北
海
道
建
設
部
住
宅
課
�
０
１
１

（
２
３
１
）
４
１
１
１
（
内
線
２
９
５
１
５
）
ま
で
。
 

「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」が
 

制
定
さ
れ
ま
し
た
 

医
師
の
異
動
（
十
月
一
日
よ
り
）
 

　
内
　
科
　
伊
澤
　
　
功
医
師
　
新
任
（
田
中
浩
二
医
師
転
出
）
 

　
皮
膚
科
　
関
口
　
敦
之
医
師
　
新
任
（
増
員
）
　
 

い
ざ
わ
　
　
つ
と
む
 

せ
き
ぐ
ち
 
 
あ
つ
し
 



自
然
を
愛
し 

美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う 
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里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
 

 

 
　
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
育
て
て
い
く
里
 

親
を
求
め
て
い
ま
す
。
里
親
に
な
る
に

は
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

養
育
に
適
し
た
環
境
と
、
理
解
と
愛
情

が
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
な
れ
ま
す
。
里
 

親
に
は
養
育
里
親
、
短
期
里
親
、
養
子

縁
組
里
親
が
あ
り
ま
す
。
里
親
に
な
り
 

た
い
と
い
う
方
、
話
し
を
聞
い
て
み
た

い
と
い
う
方
、
北
海
道
釧
路
児
童
相
談
 

所
1
０
１
５
４
（
２
３
）
７
１
４
７
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 野
ね
ず
み
駆
除
の
薬
剤
を
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
空
中
散
布
 

 　
町
有
保
安
林
な
ど
の
造
林
地
を
野
ね

ず
み
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
 

タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
を
次
の
日
程
で

実
施
す
る
予
定
で
す
。
薬
剤
は
、
毒
物
 

お
よ
び
劇
物
取
締
法
に
よ
る
指
定
か
ら

除
外
さ
れ
た
普
通
物
で
す
の
で
安
心
く
 

だ
さ
い
。
 

　
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
天
候
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
 

実
施
予
定
日
 

第
一
回
目
　
十
月
二
十
二
日
（
月
）
〜
 
 
 

 
 
 
 
 
十
月
二
十
三
日
（
火
）
 

第
二
回
目
　
十
一
月
十
五
日
（
木
）
〜
 

 
 
 
 
 
十
一
月
十
六
日
（
金
）
 

実
施
区
域
　
町
内
一
円
の
町
有
林
お
よ
 
 
 
 

　
　
　
　
　
び
私
有
林
 

　
詳
し
く
は
農
林
課
林
務
係
ま
で
。
 

 秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す
 

 　
消
防
署
で
は
十
五
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
「
秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動
」

期
間
中
に
火
災
発
生
の
防
止
、
焼
死
事

故
や
財
産
の
焼
失
を
防
ぐ
こ
と
を
重
点

目
標
に
、
各
家
庭
へ
火
災
予
防
広
報
紙

の
配
付
、
独
居
老
人
住
宅
の
防
火
診
断
、

各
事
業
所
自
衛
消
防
隊
の
訓
練
指
導
、

防
火
対
象
物
査
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
運
動
初
日
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

な
ど
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
行
い
、
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

 十
月
一
日
〜
七
日
は
全
国

道
路
標
識
週
間
で
す
 

 　
道
路
標
識
の
果
た
す
役
割
を
道
路
利

用
者
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
 

路
標
識
に
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
週
間
で
す
。
身
近
な
道
路
標
識
 

の
設
置
状
況
や
、
表
示
内
容
な
ど
に
つ

い
て
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
詳
し
く
は
釧
路
開
発
建
設
部
道
路
第

２
課
交
通
管
理
係
�
1
０
１
５
４
（
２

４
）
７
０
０
０
ま
で
。
 

 青
年
海
外
協
力
隊
等
募
集
の

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
 

 　
青
年
海
外
協
力
隊
は
、
国
際
協
力
事

業
団
が
実
施
し
て
い
る
国
の
事
業
で
す
。

開
発
途
上
国
の
人
々
の
新
し
い
国
づ
く

り
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
可
能
性
を
試

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

日
時
　
十
月
三
十
日
（
火
）
午
後
六
時

半
よ
り
 

場
所
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
 

内
容
　
派
遣
シ
ス
テ
ム
や
待
遇
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
と
協
力
隊
紹
介

の
映
画
上
映
 

　
詳
し
く
は
経
済
振
興
課
地
域
振
興
係

ま
で
。
 

 十
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（
第
五
期
）
と
町
道
民
税

（
第
三
期
）
の
納
期
で
す
 

 　
国
民
健
康
保
険
税
の
第
五
期
と
町
道

民
税
の
第
三
期
の
納
期
限
は
十
月
三
十
 

一
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
 

　
固
定
資
産
税
、
町
道
民
税
の
第
一
期
、

第
二
期
、
軽
自
動
車
税
の
全
期
、
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
の
第
一
期
、
第
二

期
、
第
三
期
、
第
四
期
の
納
期
限
が
す

で
に
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
も
う
一
度
お
手
元
の
納
付
書
を
確
認

の
う
え
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
 

め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

　
町
税
は
、
町
民
み
ん
な
の
財
産
で
す
。

町
税
を
有
効
に
使
う
た
め
納
期
内
納
税

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

〜
町
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
で
〜
 

納
税
に
は
、
便
利
で
安
心
、
確
実
な
口

座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
納
期
の
た
び
に
金
融
機
関
へ
行
く
、

手
間
が
省
け
ま
す
。
 

　
特
に
仕
事
の
忙
し
い
方
、
不
在
が
ち

な
方
な
ど
に
便
利
で
す
。
 

　
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
預

貯
金
通
帳
、
届
出
印
、
納
付
書
を
ご
持

参
の
う
え
、
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、
農

協
、
役
場
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

 「
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
１
」
を
開
催
 

 　
根
室
支
庁
で
は
、
根
室
管
内
の
住
民

の
方
々
に
福
祉
を
身
近
な
も
の
に
し
て
 

い
た
だ
く
た
め
に
、
中
標
津
高
等
養
護

学
校
に
お
い
て
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
 

ス
タ
２
０
０
１
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
講

演
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
方
の
ス
ポ
ー
 

ツ
交
流
会
や
一
日
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ス
ポ
 

ー
ツ
交
流
会
に
参
加
し
た
い
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
た
い
方
な
ど
た
く
 

さ
ん
の
方
々
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
 

日
時
　
十
月
二
十
日
（
土
）
午
後
一
時

〜
午
後
四
時
 

場
所
　
中
標
津
高
等
養
護
学
校
 

　
詳
し
く
は
根
室
支
庁
総
務
部
社
会
福

祉
課
�
1
０
１
５
３
２
（
４
）
５
４
５

９
ま
で
。
 

 ヒ
グ
マ
に
注
意
！
 

 　
秋
を
迎
え
、
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
で
山

に
入
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
野
山
に
入
る
際
は
ヒ
グ
マ
に
遭

遇
し
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
野
山
な
ど
で
ヒ
グ
マ
を
目
撃
し

た
り
、
足
跡
や
糞
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、

農
林
課
林
務
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
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 十
月
は
「
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
」
で
す
 

 　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
政
が
直
接
管
理
・
運
営
し
て

い
る
保
険
で
す
。
 

　
労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
は
、
法
人
・
個
人
を
問

わ
ず
全
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
加
入
手

続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職
業
安
定
所

で
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
と
し

て
く
だ
さ
い
。
 

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
の
方
法
に
は
 

○
事
業
主
が
自
ら
手
続
き
を
す
る
方
法
 

○
労
働
保
険
事
務
組
合
に
委
託
し
て
手

続
き
を
す
る
方
法
 

○
社
会
保
険
労
務
士
に
依
頼
し
て
手
続

き
を
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
根
室
公
共
職
業
安
定
所
中

標
津
分
室
�
（
２
）
２
５
４
４
ま
た
は

釧
路
労
働
基
準
監
督
署
�
1
０
１
５
４

（
４
２
）
９
７
１
１
ま
で
。
 

 北
海
道
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
し
た
 

 　
北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
お

よ
び
そ
の
事
業
所
で
働
く
全
て
の
労
働

者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

北
海
道
最
低
賃
金
が
十
月
一
日
か
ら
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
低
賃
金
額
 

日
　
額
　
五
千
九
十
五
円
 

時
間
額
　
六
百
三
十
七
円
 

　
最
低
賃
金
に
は
、
精
勤
手
当
、
通
勤

手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時
に
支
払
わ
れ

る
賃
金
、
時
間
外
な
ど
割
増
賃
金
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
は
、
最
低
賃

金
法
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

　
特
定
の
産
業
（
乳
製
品
、
糖
類
製
造
業
、

鉄
鋼
業
な
ど
）
で
働
く
労
働
者
に
は
北

海
道
の
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
釧
路
労
働
基
準
監
督
署
1

０
１
５
４
（
４
２
）
９
７
１
１
ま
で
。
 

 ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
・

人
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
 

 　
根
室
支
庁
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
産
業
・
文
化
の
振
興
や
イ
ベ
ン
 

ト
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
に
対

し
事
業
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
地
 

域
政
策
補
助
金
（
ソ
フ
ト
系
事
業
）
」

に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
度
第
二
次
分
 

の
要
望
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
 

事
業
内
容
（
例
）
 

・
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
地
域
文
化
、

人
材
の
育
成
 

・
広
報
宣
伝
、
地
域
情
報
の
発
信
や
地

域
間
交
流
・
連
携
の
促
進
 

・
地
域
振
興
の
た
め
の
調
査
研
究
な
ど
 

補
助
対
象
 

・
補
助
対
象
経
費
の
二
分
の
一
以
内
 

補
助
金
額
 

・
「
地
域
政
策
補
助
金
（
ソ
フ
ト
系
事

業
）
」
 

　
十
万
円
以
上
三
百
万
円
以
内
 

申
込
締
切
 

・
十
月
二
十
二
日
（
月
）
 

　
詳
し
く
は
町
経
済
振
興
課
地
域
振
興

係
ま
で
。
 

 平
成
十
四
年
版
「
ど
〜
み

ん
手
帳
」
発
行
の
お
知
ら

せ
 

 　
北
海
道
統
計
協
会
で
は
平
成
十
四
（
２

０
０
２
）
年
版
「
ど
〜
み
ん
手
帳
」
を

十
月
上
旬
に
発
行
し
ま
す
。
刊
行
に
当

た
っ
て
は
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
生
き

た
情
報
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
方
は
、

根
室
支
庁
振
興
課
統
計
係
�
1
０
１
５

３
２
（
３
）
６
１
３
１
内
線
２
１
７
１
 

ま
で
。
 

　
サ
イ
ズ
　
十
六
セ
ン
チ
×
八
・
五
セ

　
　
　
　
　
ン
チ
　
一
九
四
ペ
ー
ジ
 

　
価
格
　
六
百
円
（
消
費
税
込
み
）
 

 男
女
平
等
参
画
推
進
根
室

地
域
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
 

 　
北
海
道
で
は
、
「
北
海
道
男
女
平
等

参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
今
年
四
 

月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。
男
女
が
家
庭
・

職
場
・
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
 

お
い
て
対
等
な
立
場
で
参
画
し
、
共
に

社
会
を
支
え
て
ゆ
く
体
制
の
整
備
が
進
 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

日
時
　
十
一
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時

〜
午
後
三
時
半
 

場
所
　
別
海
町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
 

対
象
　
根
室
管
内
在
住
男
女
百
人
 

申
込
締
切
　
十
月
二
十
日
（
金
）
 

　
詳
し
く
は
根
室
支
庁
地
域
政
策
部
環

境
生
活
課
　
1
０
１
５
３
２
（
３
）
６

１
３
１
ま
で
。
 

 肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
 

お
知
ら
せ
 

 　
中
標
津
保
健
所
で
は
肝
炎
（
Ｂ
型
、

Ｃ
型
肝
炎
）
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
調
べ
る
血
液
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
 

　
年
間
三
万
人
以
上
と
い
わ
れ
る
肝
が

ん
死
亡
者
の
九
割
以
上
が
Ｂ
型
、
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
持
続
感
染
者
（
キ
ャ

リ
ア
）
と
い
わ
れ
、
ま
た
そ
の
八
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
が
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
関
係
す
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
に
な
る
ほ
ど
Ｃ
型
肝
炎
感
染
者
か

ら
の
肝
が
ん
の
発
症
が
増
加
す
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
持
続
感
染
者
は
Ｂ
型
肝
炎
で
百

二
十
万
人
か
ら
百
四
十
万
人
。
Ｃ
型
肝

炎
で
百
万
人
か
ら
二
百
万
人
と
い
わ
れ
、

特
に
Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
は
感
染
後
十

年
を
経
て
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検
査
は
自
覚

症
状
な
く
、
感
染
に
気
づ
い
て
い
な
い

方
を
対
象
に
左
記
に
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
 

☆
対
象
 

　
検
査
を
希
望
す
る
方
（
自
覚
症
状
が

な
い
方
）
 

　
※
自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
、
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
 

☆
検
査
の
受
付
（
検
査
日
時
）
 

　
予
約
制
で
実
施
し
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
願
い
ま
す
。
 

　
※
受
付
完
了
時
に
検
査
日
時
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

☆
検
査
場
所
 

　
中
標
津
保
健
所
 

☆
検
査
の
種
類
お
よ
び
方
法
 

　
種
類
 

　
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査
 

　
（
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
）
 

　
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
 

　
（
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
）
 

　
方
法
 

　
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
法
 

☆
検
査
料
 

　
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査
の
み
 

　
　
１
、
７
９
０
円
 

　
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
の
み
 

　
　
　
　
５
９
０
円
 

　
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査
・
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査

　
　
２
、
１
５
０
円
 

☆
予
約
受
付
時
間
 

　
午
前
九
時
〜
正
午
　
午
後
一
時
〜
午

後
五
時
十
五
分
 

　
申
し
込
み
お
よ
び
相
談
は
中
標
津
保

健
所
　
1
（
２
）
２
１
６
８
ま
で
。
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
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。
　
　 

VOL.466

　東小学校の元気のいい女の子30人が、大好きなバ
レーボールが上手になりたい！と毎日練習に汗を流し
ています。どんなときも一丸となって困難にぶつかっ
ていけるチームワークと、大きな声・元気な挨拶が誇
りです。一人ひとりが課題をもって練習に取り組み、
努力を重ねていくことにより、自分の弱さとしっかり
向き合いチームメイトの優しさ、頼もしさにふれたり、
できなかったプレーができたときの喜びを感じたいと
心の成長をなにより大切にしています。 
　10月７日の管内大会で、全員で勝つ試合を目指し
頑張っています。 

【活動内容】 
　東小体育館で毎週月～金曜日に練習している。 
今年のペプシカップ、道新カップに出場。町内大会や管内大会で頑 
張る。 

これまでの活動で一番印象に残っていること 

白糠大会に出場できたこと 

活動の中で楽しかったこと、やっていてよか

ったと思うこと 

学年の違う仲間とバレーができること 

活動の中でつらかったこと、悲しかったこと 

練習の成果がうまく出せずに試合に負けてし

まったこと 

これからの目標 

道新カップの管内大会でいい成績をとること 

中標津東ホルスタイン 
バレーボール少年団 
　団体の名称　中標津東ホルスタイン 
　　　　　　　バレーボール少年団 
　設立年月日　昭和52年４月 
　代　表　者　大月さゆり（東７南７　12-3314） 

東小学校（６年） 

キャプテン　植　村　ひろみさん 

はばた
 

　　　　８月31日現在住民登録人口 

　　　町の人口 
　　　　  男 
　　 　　 女 
　　　世 帯 数 

（　） 内は前月比 

誕生30人  死亡10人  転入87人  転出85人　 

23,558（＋23） 
11,596（＋15） 
11,962（＋  8） 
9,568（＋31） 

町長室の一日開放 
町づくりに関する意見や提言をお待ちしています。 

　町民のみなさんが、町長と直接会って町づくりに関する意見

交換を行う「町長室の一日開放」を実施します。 

　　　日時／平成13年10月18日（木） 

　　　午前10時～正午までと午後１時～午後５時まで。 

※面談時間が重複した場合は、予約の方を優先します。事前に

予約を希望される方は、総務課広報・調査係までお申し込みく

ださい。 

「赤い羽根」共同募金会に 
あたたかいご支援を 

　今年も10月１日から

12月31日まで赤い羽根

共同募金運動が行われ

ています。 

　皆さまの変わらぬあ

たたかいご協力をお願

いします。 


